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①  令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日の貴産地の状況についてお答えください。 

1. 令和 5 年度の産地情勢を、令和 4 年度と比較して、該当する項目に☑をしてください。 

(ア)産地の景況感をお知らせください。 

□上向き   □横ばい   □下降 
  
(イ)産地の状況をお知らせください。 

□ネット販売が増加  □ネット販売が減少  □販売ルートの拡大   

□販売ルートの縮小  □海外需要の拡大   □海外需要の縮小  

□認知度の向上    □認知度の低下    □原材料・道具の高騰・不足     

□生産者の高齢化・後継者難  □燃料費等の高騰 

 □その他（                               ） 

 

2. 「組合員」の事業所・従業者についてご記入ください。 

 
令和 5 年度 

製造、販売の合計 

事業所数  社 

従業者数  人  
  
※従業者とは、事業所の代表以外を含め、製造・販売の従業者として把握

している方のことを指します。 

 

従業者の年齢別構成を記入してください。 

項目 ～20 歳代 30～40 歳代 50～60 歳代 70 歳以上 合 計 

人数 人 人 人 人 人 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

3. 貴産地組合員の生産額・輸出額について、ご記入ください。 

※生産額とは、作った製品を出荷した金額のことを指します。 

販売額ではありません。 

 
令和 5 年度 

組合員の生産額・輸出額 

この中で 

伝産品の割合 

総生産額 百万円 ％ 

うち、 

伝産品の 

生産額 

百万円 

 

伝産品の生産額がわからない場合

は、上記に割合でお答えください。 

海外 
輸出額 

百万円 
 

4. 貴産地「非組合員」の状況について、推定で結構ですのでご記入ください。 

 令和 5 年度  製造、販売の合計 

事業所数  社 

従業者数  人 

生産額 百万円 
 

推定値で 

結構です 

 

※０の場合は

「０」、不明の場

合は「不明」とご

記入ください 

なるべく数字で 

回答してくださ

い 

※０の場合は

「０」、 

前年と同じ場合

は「前年と同

じ」 

とご記入くださ

い 

※年代別人数は

割合でも結構で

す 

0％ 40％ 20％ 60％ 80％ 100％ 
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5. 産地の従事状況および生産状況について、変化の理由をお知らせください。 

例：新商品が売れたため生産額増加、産地内の高齢化により従業者数減など 

6. 昨年度（令和 5 年度）に自治体からの補助金等で活用した制度名、活用時期をお教えください。 

（制度名・活用時期）例：●●市地場産業振興補助金（令和 5 年 6 月～12 月） 

 

② 現在（令和 6 年度）の状況についてお答えください。 

 

7. 組合もしくは産地内事業者での、海外からの従事者の受け入れ状況をお教えください。 

  □受け入れている（    名）     □受け入れていない 

  □受け入れていたが今はいない 

 

8. 組合または組合員の事業所における、海外からの観光客に対する対応実績をお知らせください海。 

  □製品の販売をした   □工房や施設見学を受け入れた  □製作体験を受け付けた 

  □工芸品に関する質問等の接客対応をした  □その他 

 

9. 産地内でインターン（就労体験）の受け入れを希望している事業所があればお教えください。 

 

 

10. 産地内で新しく取り組んでいること、工夫していること等があれば教えてください。 

例：若手育成の研修会を実施、インスタグラム等 SNS による PR 等 

 

11. 代替材の開発等において、連携している専門の研究機関や大学等があれば教えてください。 

例：素材の性質調査で、京都大学と連携 

 

※ご協力ありがとうございました。お問合せをする場合がありますので、連絡先をご記入ください。 

産地組合名  ご記入者名  

電 話  ＦＡＸ  

２月２０日(木)までにご回答ください。  

ご参考として前年度の調査回答票をご希望の場合にはご一報下さい。 

                  FAX 03-5785-1002 ／ メール shien@kougei.or.jp 

 

mailto:shien@kougei.or.jp

